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（ 1）拙稿、「類的存在と人間的解放の『完成』」神奈川大学経済学会『商経論叢』45‒2・ 3 合併号（2010





















































（ 2）K. Marx “Ökonomisch-philosophisch Manuskripte aus dem Jahre 1844”:  Karl Marx-Friedrich Engels: 
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の一系列









































（ 4）同 S451. 369頁（James Mill, Elements d’êconomie politique, Traduits par J. T. Parisot.ジェームズ・
ミル著『政治経済学要綱』〔J. T. パリゾ訳、パリ、1823年）からの抜粋〕）。
（ 5）同 S451. 370頁。
（ 6）K. Marx “Zur Judenfrage”（「ユダヤ人問題によせて」）Werke 1『全集』1 S366. 403頁。
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は最初の統一とはちがった別の統一である。かの無媒介の統一
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統一である。この普遍的な統一が単純な類
3 3 3 3
であるが、しかしこ
の類は生命自身の運動においてはかかる単純なものとして対自的
3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3
（自覚的）に顕現している
















（ 9）Ge, Wilh, Fr, Hegel ‘Phänomenologie des Geistes［ヘーゲル『精神の現象学』］は、「ラツソン─ホ
フマイスター版」（Verlag von Felix Meiner in Hamburg）（Sämtliche Werke V）（邦訳、金子武蔵ヘー
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は、言いかえると、自体的に
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解放は、人間の世界を、諸関係を、人間そのもの
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へ復帰させること


































































































































































































































































































































































































































































である。」（第 1部、第 7篇、第24章、第 7節「資本主義的蓄積の歴史的傾向」Werke23『全集』
23、S791、995頁）
　　　みられるように再建される個人的所有は「協業と土地の共有と……生産手段の共有」を基礎とし
ているのである。したがって、これは、「自由で意識的」な存在であり、「社会的・共同的存在」と
いう類（類的存在）規定に照応する所有形態ということができるであろう。初期マルクスの見解が
後（『資本論』）においても保持されていると考える所以である。なお、個人的（個体的）所有とい
うのは、同じ「 7節」のはじめの部分で述べられているような所有、「小経営」の「基礎」をなして
いる（私的所有と一体化しているが）ような所有の一面のことと理解すべきであろう。すなわち
「労働者の自由な個性の発展」を可能とする所有のことであろう。このような所有が、資本主義的私
有にとって代わられたわけであるが、その資本主義的私有の止揚によって、再び（新たな条件＝基
盤の下で）、「労働者の自由な個性」が発揮されるようになる、というわけであろう。むろん、それ
は全くの個人（ 1人）だけでなされるのではなかろうが（それこそ自由な人々が生産の主人公とし
て、互いに自らの個性を出し合いながら、協力しつつ生産＝活動を行なうという形をとるであろ
う。それが一般的なあり方となるように思われる）。
